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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）界面活性剤と連続水相中の分散炭化水素溶剤相を含み、式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリ
オルガノシロキシ単位と式ＳｉＯ４／２の四官能性単位とをＳｉＯ４／２に対するＲ３Ｓ
ｉＯ１／２のモル比０．６～０．９で含み、Ｒは一価のＣ１～Ｃ６炭化水素基を表すシリ
コーンコポリマー樹脂とポリジオルガノシロキサンを含むか、式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリ
オルガノシロキシ単位と式ＳｉＯ４／２の四官能性単位とをＳｉＯ４／２に対するＲ３Ｓ
ｉＯ１／２のモル比０．６～０．９で含み、Ｒは一価のＣ１～Ｃ６炭化水素基を表すシリ
コーンコポリマー樹脂とポリジオルガノシロキサンを縮合することにより得られる生成物
を含むシリコーン感圧接着剤エマルジョンを調製するステップと、
　ｉｉ）前記シリコーン感圧接着剤エマルジョンをベース組成物に添加するステップと、
　を含むヘアトリートメント組成物の製造方法。
【請求項２】
　前記シリコーン感圧接着剤エマルジョンの炭化水素溶剤が、イソドデカンである、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　ヘアトリートメント組成物が洗い流さないタイプの製品である、請求項１または２に記
載の方法。
【請求項４】
　ヘアトリートメント組成物がさらに、推進薬も含んでいる、請求項１から３のいずれか
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に記載の方法。
【請求項５】
　前記推進薬が、炭化水素ガスである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ヘアトリートメント組成物がさらに、ヘアコンディショニング剤も含んでいる、請求項
１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　シリコーン感圧接着剤エマルジョンが、２０から８０重量％のシリコーン感圧接着剤を
含む、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　毛髪と、請求項１から７のいずれかに記載の組成物とを接触させることを含む、ヘアス
タイリング方法。
【請求項９】
　ベタつきをともなわずにヘアスタイリングを与えるための、請求項１から７のいずれか
１項に記載のヘアトリートメント組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、洗い流さない（ｌｅａｖｅ　ｏｎ）タイプのヘアトリートメント組成物、
および毛髪のトリートメントにおけるこれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最も一般的なヘアスタイリング方法の１つは、毛髪へ固定剤、例えば高分子量ポリマー
を塗布することであった。このような固定剤の使用に関する問題は、これらが、毛髪をベ
タつき、ゴワゴワし、パリパリした感じにする傾向を有するということである。さらには
、従来の固定剤はまた、消費者がこれらを含有する組成物を塗布するか、これらを用いて
毛髪をスタイリングしている時に、消費者の手をベタつく感じにさせる傾向がある。
【０００３】
　この問題が過去において対処されてきた１つの方法は、スタイリング剤のマイナスの効
果に対応するために、コンディショニング剤、例えばシリコーンおよびカチオン性界面活
性剤をこれらの組成物中に含めることであった。このようなコンディショニング剤は、例
えば毛髪の湿潤および乾燥コーミング（ｃｏｍｂｉｎｇ）特性において、および毛髪の滑
らかさにおいて実質的な改良を確かに与えるが、これらは、毛髪のスタイリングに対して
マイナスの効果、例えば貧弱なスタイル創作および保持を有する傾向がある。さらにはコ
ンディショナーの使用は、この製品の塗布およびこれらを用いたスタイリングの間、消費
者の手のベタつく感じを克服しない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、不当なゴワゴワ感およびベタつき感をともなわずに、高いスタイリング効果
（例えば制御、スタイリングの容易さ、スタイル寿命、および扱い易さ）を与える。
【０００５】
　感圧接着剤（ＰＳＡ）は、米国特許第５，１６６，２７６号、第ＥＰ４０８３１１号、
第ＥＰ４１２７０７号、および第ＥＰ４１２７０４号に記載されているように、ヘアケア
組成物中に用いられてきた。しかしながらこれらのＰＳＡは、水性および水性アルコール
ヘアケア製品中で加水分解する傾向がある。
【０００６】
　本発明は、消費者の手がベタつくことなく、毛髪をスタイリングすることができるとい
う追加の利点を有する。
【０００７】
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　もう１つの利点は、本発明の組成物を用いてスタイリングされた毛髪は、湿潤条件にお
いて、ぐにゃりとならず、このスタイルおよびカール保持を失わない。
【０００８】
　本発明はまた、水性および水性アルコールヘアケア製品において特に安定なＰＳＡにも
関する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　発明の要旨
　したがってこの発明は、シリコーン感圧接着剤エマルジョンを含んでいるヘアトリート
メント組成物であって、このエマルジョンが、連続水相中の分散有機溶剤相を含む組成物
を提供する。
【００１０】
　この発明は、効果を減少させるような（ｃｏｍｐｒｏｍｉｓｉｎｇ）感触をともなわず
に、特に毛髪および手のベタつきをなくしてスタイリングを与えるための、ヘアトリート
メント組成物におけるシリコーンＰＳＡ有機溶剤ベースのエマルジョンの使用を提供する
。
【００１１】
　毛髪と上記の組成物とを接触させることを含むヘアスタイリング方法も記載される。
【００１２】
　この発明はさらに、シリコーン感圧接着剤および連続水相中の有機溶剤相を含んでいる
シリコーン感圧接着剤エマルジョンを、ベース組成物へ添加することによって得ることが
できるヘアトリートメント組成物にも関する。
【００１３】
　発明の詳細な説明
　ほかに特定されていなければ、下に挙げられているすべての重量％の値は、ヘアトリー
トメント組成物の総重量を基準にした重量のパーセンテージである。
【００１４】
　「不溶性」とは、この材料が、２５℃で０．１％の濃度において水（蒸留水または同等
の水）中に溶解性でないことを意味する。
【００１５】
　有機溶剤という用語は、シリコーンを含有しない溶剤に関する。
【００１６】
　シリコーン感圧接着剤
　この発明は、ヘアケア用途のための非シリコーンベースの有機溶剤を含んでいるシリコ
ーンＰＳＡエマルジョンの使用に関する。
【００１７】
　「シリコーン感圧接着剤」（ＳＰＳＡ）という用語は、式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリオル
ガノシロキシ単位と式ＳｉＯ４／２の四官能性単位とをＳｉＯ４／２に対するＲ３ＳｉＯ

１／２のモル比０．６～０．９で含み、Ｒは一価のＣ１～Ｃ６炭化水素基を表すシリコー
ンコポリマー樹脂およびポリジオルガノシロキサンを含んでいるか、式Ｒ３ＳｉＯ１／２

のトリオルガノシロキシ単位と式ＳｉＯ４／２の四官能性単位とをＳｉＯ４／２に対する
Ｒ３ＳｉＯ１／２のモル比０．６～０．９で含み、Ｒは一価のＣ１～Ｃ６炭化水素基を表
すシリコーンコポリマー樹脂とポリジオルガノシロキサンを縮合することにより得られる
生成物を含む感圧接着剤に関する。これらの「感圧接着剤」（ＰＳＡ）材料は、室温で永
久に粘着性があり、単に接触した時、または軽い圧力を加えることによって、表面へ測定
可能な接着を作り出すことができる。一般に、これらは熱を必要としない。接着剤と付着
物との間に化学反応は発生せず、接着剤の硬化も必要でなく、接着プロセスの間に溶剤が
失われることも必要とされない。
【００１８】
　本発明の状況において、次の２つの型のシリコーンＰＳＡが存在する。
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【００１９】
　ｉ）シリコーン感圧接着剤の１つの種類は、（ｉ）シラノールエンドブロックポリジオ
ルガノシロキサン流体、例えばポリジメチルシロキサンポリマー、および（ｉｉ）トリメ
チルシリルエンドブロックポリシリケート樹脂（例えばケイ素結合ヒドロキシル基を含有
するベンゼン溶解性樹脂コポリマーからなり、およびこのコポリマー中に存在する各四官
能性シロキシ単位に対して約０．６から０．９トリオルガノシロキシ単位の比において、
式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリオルガノシロキシ単位と、式ＳｉＯ４／２の四官能性シロキシ
単位（式中、各Ｒは、１から６個の炭素原子の炭化水素基からなる群から独立して選択さ
れる一価の有機基である）とから本質的になるシリケート樹脂）の混合物からなる。Ｄｅ
ｘｔｅｒらの米国特許第２，７３６，７２１号およびＣｕｒｒｉｅらの米国特許第２，８
１４，６０１号は、このようなシリコーン感圧接着剤または同様なシリコーン感圧接着剤
を教示している。
【００２０】
　ｉｉ）シリコーンＰＳＡの好ましい種類は、前記シリコーン流体と前記シリケートとを
縮合することによって調製される。この好ましい縮合反応において、シリケート樹脂とシ
リコーン流体とは、触媒量のシラノール縮合触媒の存在下に互いに混合され、ついでシリ
ケート樹脂とシリコーン流体とは、例えば１から２０時間、還流条件下の加熱によって縮
合される。シラノール縮合触媒の例は、第一、第二、および第三アミン、これらのアミン
のカルボン酸、および第四アンモニウム塩である。
【００２２】
　ｉ）の場合、好ましいシリコーンＰＳＡは、（ａ）少なくとも１つのシリコーンコポリ
マー樹脂４０から７０重量部、および（ｂ）少なくとも１つのポリジオルガノシロキサン
３０から６０重量部を含んでいる。ｉｉ）の場合、少なくとも１つのシリコーンコポリマ
ー樹脂の好ましい量は４０から７０重量部、少なくとも１つのポリジオルガノシロキサン
の好ましい量は３０から６０重量部である。シリコーン感圧接着剤組成物のシラノール含
量は、（ａ）、（ｂ）、または（ａ）と（ｂ）との混合物の少なくとも一部分を、少なく
とも１つの化学処理剤（ｃ）で化学処理することによって低下される。この化学処理剤は
、ケイ素結合ヒドロキシル基と反応して、この組成物のケイ素結合ヒドロキシル含量を低
下させる。
【００２３】
　好ましくはこの組成物のケイ素結合ヒドロキシル含量は、８，０００から１３，０００
の範囲へ低下される。
【００２４】
　シリコーン感圧接着剤ｉ）に含まれるシリコーンコポリマー樹脂は通常、典型的には約
１から４重量％のケイ素結合ヒドロキシル基の量でケイ素結合ヒドロキシル基を含有し、
式Ｒ３ＳｉＯ１／２のトリオルガノシロキシ単位および式ＳｉＯ４／２の四官能性シロキ
シ単位を、存在する各ＳｉＯ４／２単位に対して０．６から０．９Ｒ３Ｓｉ　１／２単位
のモル比において含んでいる。２つまたはそれ以上のこのようなコポリマーのブレンドも
用いることができる。ポリジオルガノシロキサン成分を、コポリマー樹脂と共重合させる
ことを可能にするため、および／またはシリコーン感圧接着剤組成物を化学処理するため
に添加されているエンドブロッキング剤と反応させることを可能にするために、少なくと
も数パーセント、好ましくは少なくとも０．５％のケイ素結合ヒドロキシル含量が存在す
べきである。各Ｒは、独立して、１から６個の炭素原子を有する一価の炭化水素基、例え
ばメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ヘキシル、シクロへキシル、ビニル、アリ
ル、プロペニル、およびフェニルを表わす。好ましくは、Ｒ３ＳｉＯ１／２単位は、Ｍｅ
３ＳｉＯ１／２単位であり、および／またはＭｅ２Ｒ１ＳｉＯ１／２単位（式中、Ｒ１は
、ビニル（「Ｖｉ」）またはフェニル（「Ｐｈ」）基である）である。より好ましくは、
樹脂コポリマー（ｉ）中に存在するＲ３ＳｉＯ１／２単位の１０モルパーセント以下は、
Ｍｅ２Ｒ２ＳｉＯ１／２単位であり、残りの単位は、Ｍｅ３ＳｉＯ１／２単位（式中、各
Ｒ２は、ビニル基である）である。最も好ましくは、Ｒ３ＳｉＯ１／２単位は、Ｍｅ３Ｓ
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ｉＯ１／２単位である。
【００２５】
　シリコーンＰＳＡｉｉ）の好ましい種類は通常、エンドブロッキングＴＲＡＳｉＯ１／

２単位（式中、各Ｒは、上の段落中に規定されているものと同じである）で終了している
ＡＲＳｉＯ単位を含む、１つまたはそれ以上のポリジオルガノシロキサンを含んでいる。
各Ａ基は、例えばＲまたは１から６個の炭素原子のハロ炭化水素基などの基、例えばクロ
ロメチル、クロロプロピル、１－クロロ－２－メチルプロピル、３，３，３－トリフルオ
ロプロピル、およびＦ３Ｃ（ＣＨ２）５基から選択される。したがってポリジオルガノシ
ロキサンは、Ｍｅ２ＳｉＯ単位、ＰｈＭｅＳｉＯ単位、ＭｅＶｉＳｉＯ単位、Ｐｈ２Ｓｉ
Ｏ単位、メチルエチルシロキシ単位、３，３，３－トリフルオロプロピル単位、および１
－クロロ、２－メチルプロピル単位などを含有しうる。好ましくはＡＲＳｉＯ単位は、Ｒ

２ＳｉＯＲＲ’ＳｉＯ単位、Ｐｈ２ＳｉＯ単位、および両方の組合わせからなる群から選
択される（式中、ＲおよびＲ’は、上の段落におけるＲと同じであり、ポリジオルガノシ
ロキサン（ｉｉ）中に存在するＲ’基の少なくとも５０モルパーセントはメチル基であり
、（ｉｉ）の各ポリジオルガノシロキサン中に存在するＡＲＳｉＯ単位の総モルの５０モ
ルパーセント以下がＰｈ２ＳｉＯ単位である）。より好ましくは、各ポリジオルガノシロ
キサン（ｉｉ）中に存在するＡＲＳｉＯ単位のわずか１０モルパーセントは、ＭｅＲＳｉ
Ｏ単位（式中、Ｒは上記と同じである）であり、各ポリジオルガノシロキサン中に存在す
る残りのＡＲＳｉＯ単位は、Ｍｅ２ＳｉＯ単位である。最も好ましくは、ＡＲＳｉＯ単位
の実質的に全部が、Ｍｅ２ＳｉＯ単位である。各Ｔ基は、Ｒ、ＯＨ、Ｈ、またはＯＲ’基
（式中、各Ｒ’は、１から４個の炭素原子のアルキル基、例えばメチル、エチル、ｎ－プ
ロピル、およびイソブチル基である）である。Ｈ、ＯＨ、およびＯＲ’は、成分（ｉｉｉ
）のエンドブロッキングトリオルガノシリル単位との反応のための部位を提供し、同様に
、ポリジオルガノシロキサン（ｉｉ）上のほかのこのような基との、または樹脂コポリマ
ー（ｉ）中に存在するケイ素結合ヒドロキシル基との縮合のための部位を提供する。ポリ
ジオルガノシロキサン（式中、ＴはＯＨである）の使用は、ポリジオルガノシロキサン（
ｉｉ）が、ついで樹脂コポリマー（ｉ）と容易に共重合しうるので最も好ましい。適切な
触媒、例えばクロロシランが用いられる時に発生されるＨＣｌ、またはオルガノシラザン
が用いられる時に発生されるアンモニアがエンドブロッキング剤として用いられる時、こ
の場合には、トリオルガノシロキシ（例えばＲ３ＳｉＯ１／２、例えば（ＣＨ３）３Ｓｉ
Ｏ１／２、またはＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２ＳｉＯ１／２）単位を末端基とするポリジオル
ガノシロキサンを用いることができるが、この理由は、これらのトリオルガノシロキシ単
位のいくつかは、縮合反応が加熱をともなって実施される時に切断されうるからである。
この切断は、ケイ素結合ヒドロキシル基を暴露し、これはついで、コポリマー樹脂中のケ
イ素結合ヒドロキシル基と、またはエンドブロッキングトリオルガノシリル単位と、また
はＨ、ＯＨ、またはＯＲ’基、または切断反応によって暴露されたケイ素結合ヒドロキシ
ル基を含有するほかのポリジオルガノシロキサンと縮合しうる。異なる置換基を含有する
ポリジオルガノシロキサンの混合物も用いることができる。
【００２６】
　ポリジオルガノシロキサン（ｉｉ）の各々は好ましくは、２５℃で１００から３０，０
００，０００センチポアズの粘度を有する（１００ミリパスカル秒から３０，０００パス
カル秒（Ｐａ．ｓ）、ここで１センチポアズは、１ミリパスカル秒である）。周知のよう
に、粘度は、同じエンドブロッキング単位を有する、様々な分子量の一連のポリジオルガ
ノシロキサンの場合に存在する、ジオルガノシロキサン単位の平均数と直接関連する。２
５℃で約１００から１００，０００センチポアズの粘度を有するポリジオルガノシロキサ
ンは、流体からいくらか粘性のあるポリマーまでの範囲に渡る。これらのポリジオルガノ
シロキサンは好ましくは、さらに詳しく説明されるように、生じるＰＳＡの粘性および接
着特性を改良するために、エンドブロッキング剤（ｉｉｉ）の存在下における縮合前に、
樹脂コポリマー（ｉ）と予め反応させられる。１００，０００センチポアズ以上の粘度を
有するポリジオルガノシロキサンは典型的には、予備反応をともなわずに、本発明の縮合
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／エンドブロッキング工程（ＩＩ）に付されてもよい。１，０００，０００センチポアズ
より大きな粘度を有するポリジオルガノシロキサンは、多くの場合ガムと呼ばれる非常に
粘性な生成物であり、粘度は、ウイリアムス可塑価（Ｗｉｌｌｉａｍｓ　Ｐｌａｓｔｉｃ
ｉｔｙ　ｖａｌｕｅ）により表示されることが多い（約１０，０００，０００センチポア
ズの粘度のポリジメチルシロキサンガムは、典型的には２５℃で約５０ミル（１．２７ｍ
ｍ）またはそれ以上のウイリアムス可塑価を有する）。
【００２７】
　エンドブロッキング剤（ｉｉｉ）の例は、（Ｍｅ３Ｓｉ）２ＮＨ、（ＶｉＭｅ２Ｓｉ）

２ＮＨ、（ＭｅＰｈＶｉＳｉ）２ＮＨ、（ＣＦ３ＣＨ２ＣＨ２Ｍｅ２Ｓｉ）２ＮＨ、（Ｍ
ｅ３Ｓｉ）２ＮＭｅ、（ＣｌＣＨ２Ｍｅ２Ｓｉ）２ＮＨ、Ｍｅ３ＳｉＯＭｅ、Ｍｅ３Ｓｉ
ＯＣ２Ｈ５、Ｐｈ３ＳｉＯＣ２Ｈ５、（Ｃ２Ｈ５）３ＳｉＯＣ２Ｈ５、Ｍｅ２ＰｈＳｉＯ
Ｃ２Ｈ５、（ｉ－Ｃ３Ｈ７）３ＳｉＯＨ、Ｍｅ３Ｓｉ（ＯＣ３Ｈ７）、ＭｅＰｈＶｉＳｉ
ＯＭｅ、Ｍｅ３ＳｉＣｌ、Ｍｅ２ＶｉＳｉＣｌ、ＭｅＰｈＶｉＳｉＣｌ、（Ｈ２ＣＣＨＣ
Ｈ２）Ｍｅ２ＳｉＣｌ、（ｎ－Ｃ３Ｈ７）３ＳｉＣｌ、（Ｆ３ＣＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２ＣＨ

２）３ＳｉＣｌ、ＮＣＣＨ２ＣＨ２Ｍｅ２ＳｉＣｌ、（ｎ－Ｃ６Ｈ１３）３ＳｉＣｌ、Ｍ
ｅＰｈ２ＳｉＣｌ、Ｍｅ３ＳｉＢｒ、（ｔ－Ｃ４Ｈ９）Ｍｅ２ＳｉＣｌ、ＣＦ３ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｍｅ２ＳｉＣｌ、（Ｍｅ３Ｓｉ）２Ｏ、（Ｍｅ２ＰｈＳｉ）２Ｏ、ＢｒＣＨ２Ｍｅ２

ＳｉＯＳｉＭｅ３、（ｐ－ＦＣ６Ｈ４Ｍｅ２Ｓｉ）２Ｏ、（ＣＨ３ＣＯＯＣＨ２Ｍｅ２Ｓ
ｉ）２Ｏ、［（Ｈ２ＣＣＣＨ３ＣＯＯＣＨ２ＣＨ２）Ｍｅ２Ｓｉ］２Ｏ、［（ＣＨ３ＣＯ
ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２）Ｍｅ２Ｓｉ］２Ｏ、［（Ｃ２Ｈ５ＯＯＣＣＨ２ＣＨ２）Ｍｅ２Ｓ
ｉ］２Ｏ、［（Ｈ２ＣＣＨＣＯＯＣＨ２）Ｍｅ２Ｓｉ］２Ｏ、（Ｍｅ３Ｓｉ）２Ｓ、（Ｍ
ｅ３Ｓｉ）３Ｎ、Ｍｅ３ＳｉＮＨＣＯＮＨＳｉＭｅ３、Ｆ３ＣＨ２ＣＨ２Ｍｅ２ＳｉＮＭ
ｅＣＯＣＨ３、（Ｍｅ３Ｓｉ）（Ｃ４Ｈ９）ＮＣＯＮ（Ｃ２Ｈ５）２、（Ｍｅ３Ｓｉ）Ｐ
ｈＮＣＯＮＨＰｈ、Ｍｅ３ＳｉＮＨＭｅ、Ｍｅ３ＳｉＮ（Ｃ２Ｈ５）２、Ｐｈ３ＳｉＮＨ

２、Ｍｅ３ＳｉＮＨＯＣＣＨ３、Ｍｅ３ＳｉＯＯＣＣＨ３、［（ＣＨ３ＣＯＮＨＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２）Ｍｅ２Ｓｉ］２Ｏ、Ｍｅ３ＳｉＯ（ＣＨ２）４ＯＳｉＭｅ３、Ｍｅ３ＳｉＮ
ＨＯＣＣＨ３、Ｍｅ３ＳｉＣＣＨ、ＨＯ（ＣＨ２）４Ｍｅ２Ｓｉ］２Ｏ、（ＨＯＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＯＣＨ２Ｍｅ２Ｓｉ）２Ｏ、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３Ｍｅ２ＳｉＯＣＨ３、ＣＨ３ＣＨ（
ＣＨ２ＮＨ２）ＣＨ２Ｍｅ２ＳｉＯＣＨ３、Ｃ２Ｈ５ＮＨＣＨ２ＣＨ２Ｓ（ＣＨ２）６Ｍ
ｅ２ＳｉＯＣ２Ｈ５、ＨＳＣＨ２ＣＨ２ＮＨ（ＣＨ２）４Ｍｅ２ＳｉＯＣ２Ｈ５、ＨＯＣ
Ｈ２ＣＨ２ＳＣＨ２Ｍｅ２ＳｉＯＣＨ３である。
【００２８】
　好ましくは、用いられるエンドブロッキング剤は、（Ｍｅ３Ｓｉ）２ＮＨである。
【００２９】
　このシリコーンＰＳＡエマルジョンは、適切な有機溶剤中でシリコーンＰＳＡを混合し
て分散相を生じることによって調製することができる。シリコーン感圧接着剤エマルジョ
ンが、２０から８０重量％のシリコーン感圧接着剤を含むのが有利である。ＰＳＡ／溶剤
混合物は、１つまたはそれ以上の界面活性剤を用いて水中に乳化される。これらの好まし
い界面活性剤は、アニオン性または非イオン性界面活性剤、特にアニオン性界面活性剤と
非イオン性界面活性剤とのブレンドである。
【００３０】
　好ましい有機溶剤には、エチルアセテートおよび特に炭化水素が含まれる。好ましい炭
化水素には、ヘプタン、ヘキサンが含まれ、特に好ましくはイソドデカンである。
【００３１】
　ほかのシリコーンベースの溶剤も、これに加えて存在してもよいが、これらが存在しな
いのが好ましい。
【００３２】
　ヘアスタイリングポリマー
　本発明のこれらの組成物はさらに、０．００１から１０重量％のヘアスタイリングポリ
マーを含んでいてもよい。本発明の組成物中のヘアスタイリングポリマーのより好ましい
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量は、この組成物の０．１から５重量％、さらにより好ましくは０．５から３重量％であ
る。しかしながら追加のヘアスタイリングポリマーが存在しないか、または総組成物の０
．０１重量％以下のレベルで存在するのが非常に好ましい。
【００３３】
　ヘアスタイリングポリマーは周知である。適切なヘアスタイリングポリマーには、ポリ
マーを、本質的にカチオン性、アニオン性、両性、または非イオン性にさせる部分を含有
する、市販されているポリマーが含まれる。適切なヘアスタイリングポリマーには、例え
ばブロックおよびグラフトコポリマーが含まれる。これらのポリマーは、合成であっても
よく、または自然由来であってもよい。
【００３４】
　アニオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、次のとおりである：
　ビニルアセテートとクロトン酸とのコポリマー；
　ビニルアセテート、クロトン酸、およびアルファ－分岐飽和脂肪族モノカルボン酸のビ
ニルエステル（例えばビニルネオデカノエート）のターポリマー；
　メチルビニルエーテルと無水マレイン酸とのコポリマー（モル比約１：１）（１から４
個の炭素原子を含有する飽和アルコール、例えばエタノールまたはブタノールで５０％エ
ステル化されている）
　アニオン性基含有部分としてアクリル酸またはメタクリル酸をほかのモノマーとともに
含有するアクリルコポリマー、例えばアクリル酸またはメタクリル酸と、１から２２個の
炭素原子を有する１つまたはそれ以上の飽和アルコールとのエステル（例えばメチルメタ
クリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔ
－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ｎ－ヘ
キシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ラウリルメタクリレート、およびベヘ
ニルアクリレート）；１から６個の炭素原子を有するグリコール（例えばヒドロキシプロ
ピルメタクリレートおよびヒドロキシエチルアクリレート）；スチレン；ビニルカプロラ
クタム；ビニルアセテート；アクリルアミド；アルキル基中に１から８個の炭素原子を有
するアルキルアクリルアミドおよびメタクリルアミド（例えばメタクリルアミド、ｔ－ブ
チルアクリルアミド、およびｎ－オクチルアクリルアミド）；およびほかの適合性不飽和
モノマー。
【００３５】
　追加のスタイリングポリマーはまた、グラフト化シリコーン、例えばポリジメチルシロ
キサンを含有してもよい。
【００３６】
　適切なアニオン性ヘアスタイリングポリマーの具体例は、次のとおりである：
　ナショナル・スターチ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）から入手しうるレジン（Ｒ
ＥＳＹＮ）（登録商標）（ビニルアセテート／クロトン酸／ビニルネオデカノエートコポ
リマー）；
　バスフ（ＢＡＳＦ）から入手しうるウルトラホールド（ＵＬＴＲＡＨＯＬＤ）（登録商
標）８（ＣＴＦＡ名称アクリレート／アクリルアミドコポリマー）；
　ＩＳＰコーポレーションから入手可能なガントレズ（ＧＡＮＴＲＥＺ）（登録商標）Ｅ
Ｓシリーズ（メチルビニルエーテルと無水マレイン酸とのエステル化コポリマー）；
　バスフから入手しうるルビセットピュア（Ｌｕｖｉｓｅｔ　ＰＵＲ）（登録商標）。
【００３７】
　ほかの適切なアニオン性ヘアスタイリングポリマーには、カルボキシル化ポリウレタン
が含まれる。カルボキシル化ポリウレタン樹脂は、懸垂カルボキシル基を有する、ヒドロ
キシルを末端基とする線状コポリマーである。これらは、少なくとも１つの末端部におい
てエトキシル化されおよび／またはプロポキシル化されてもよい。このカルボキシル基は
、カルボン酸基またはエステル基であってもよい（ここでエステル基のアルキル部分は、
１から３個の炭素原子を含有する）。このカルボキシル化ポリウレタン樹脂はまた、ポリ
ビニルピロリドンとポリウレタンとのコポリマーであってもよく、これは、ＰＶＰ／ポリ
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カルバミルポリグリコールエステルというＣＴＦＡ名称を有する。適切なカルボキシル化
ポリウレタン樹脂は、第ＥＰ－Ａ－０６１９１１１号および米国特許第５，０００，９５
５号に開示されている。ほかの適切な親水性ポリウレタンは、米国特許第３，８２２，２
３８号；第４，１５６，０６６号；第４，１５６，０６７号；第４，２５５，５５０号；
および第４，７４３，６７３号に開示されている。
【００３８】
　例えばｔ－ブチルアミノエチルメタクリレートなどのモノマーに由来するカチオン性基
、ならびに例えばアクリル酸またはメタクリル酸などのモノマーに由来するカルボキシル
基を含有しうる両性ヘアスタイリングポリマーもまた、本発明において用いることができ
る。両性ヘアスタイリングポリマーの１つの具体例は、ナショナル・スターチ・アンド・
ケミカル・コーポレーション（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）によって販売されている、アンフォマー（Ａｍｐｈｏｍ
ｅｒ）（登録商標）（オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタ
クリレートコポリマー）である。
【００３９】
　非イオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、Ｎ－ビニルピロリドンのホモポリマー、
およびＮ－ビニルピロリドンと適合性非イオン性モノマー（例えばビニルアセテート）と
のコポリマーである。様々な重量平均分子量においてＮ－ビニルピロリドンを含有する非
イオン性ポリマーが、ＩＳＰコーポレーションから市販されている。このような材料の具
体例は、ＰＶＰ　Ｋ－９０という名称で販売されている、平均分子量約６３０，０００の
Ｎ－ビニルピロリドンのホモポリマーであり、ＰＶＰ　Ｋ－１２０という名称で販売され
ている、平均分子量約１，０００，０００のＮ－ビニルピロリドンのホモポリマーである
。
【００４０】
　ほかの適切な非イオン性ヘアスタイリングポリマーは、架橋シリコーン樹脂またはガム
である。具体例には、剛性シリコーンポリマー、例えば第ＥＰ－Ａ－０２４０３５０号、
および架橋シリコーンガム、例えば第ＷＯ９６／３１１８８号に記載されているものが含
まれる。
【００４１】
　カチオン性ヘアスタイリングポリマーの例は、アミノ官能性アクリレートモノマー（例
えば低級アルキルアミノアルキルアクリレート）、またはメタクリレートモノマー（例え
ばジメチルアミノエチルメタクリレート）と、適合性モノマー（例えば、Ｎ－ビニルピロ
リドン、ビニルカプロラクタム、アルキルメタクリレート（例えばメチルメタクリレート
、およびエチルメタクリレート）およびアクリルアクリレート（例えばエチルアクリレー
トおよびｎ－ブチルアクリレート））とのコポリマーである。
【００４２】
　適切なカチオン性ポリマーの具体例は、次のとおりである：
　ＩＳＰコーポレーションから、コポリマー８４５、コポリマー９３７、およびコポリマ
ー９５８として入手しうる、Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノエチルメタクリレー
トとのコポリマー；
　ＩＳＰコーポレーションから、スチレーゼ（Ｓｔｙｌｅｚｅ）（登録商標）ＣＣ１０と
して入手しうる、Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノプロピルアクリルアミドまたは
メタクリルアミドとのコポリマー；
　Ｎ－ビニルピロリドンとジメチルアミノエチルメタクリレートとのコポリマー；
　ビニルカプロラクタム、Ｎ－ビニルピロリドン、およびジメチルアミノエチルメタクリ
レートのコポリマー；
　ポリクオターニウム－４（塩化ジアリルジモニウムとヒドロキシエチルセルロースとの
コポリマー）；
　ＩＳＰからガフクワット（Ｇａｆｑｕａｔ）（登録商標）７３４、７５５、および７５
５Ｎとして、およびバスフからルビクワット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）（登録商標）ＰＱ１１
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として入手しうる、ポリクオターニウム－１１（ジエチルスルフェート、およびビニルピ
ロリドンとジメチルアミノエチルメタクリレートとのコポリマーの反応によって形成され
るもの）；
　バスフからルビクワット（登録商標）ＦＣ３７０、ＦＣ５５０、ＦＣ９０５、およびＨ
Ｍ－５５２として入手しうる、ポリクオターニウム－１６（塩化メチルビニルイミダゾリ
ウムおよびビニルピロリドンから形成されるもの）；
　バスフからルビクワット（登録商標）ホールド（Ｈｏｌｄ）として入手しうる、ポリク
オターニウム－４６（ビニルカプロラクタムおよびビニルピロリドンとメチルビニルイミ
ダゾリウムメトスルフェートとの反応によって調製されるもの）。
【００４３】
　適切な自然由来ポリマーの例には、セラック、アルギネート、ゼラチン、ペクチン、セ
ルロース誘導体、およびキトサンまたは塩、およびこれらの誘導体が含まれる。市販され
ている例には、カイタマー（Ｋｙｔａｍｅｒ）（登録商標）（アマーコル（Ａｍｅｒｃｈ
ｏｌ）から）、およびアメイズ（Ａｍａｚｅ）（登録商標）（ナショナル・スターチから
）が含まれる。
【００４４】
　同様に本発明の組成物における追加スタイリングポリマーとしての使用に適したものは
、第ＷＯ９３／０３７０３号に記載されているイオン性コポリマー、第ＷＯ９３／２３４
４６号に開示されているポリシロキサン－グラフトポリマー、第ＷＯ９５／００１０６号
または第ＷＯ９５／３２７０３号に記載されている、シリコーン含有ポリカルボン酸コポ
リマー、第ＷＯ９５／０１３８３号、第ＷＯ９５／０６０７８号、第ＷＯ９５／０６０７
９号、および第ＷＯ９５／０１３８４号に記載されている熱可塑性エラストマーコポリマ
ー、第ＷＯ９５／０４５１８号または第ＷＯ９５／０５８００号に開示されているシリコ
ーングラフト化接着性ポリマー、第ＷＯ９６／２１４１７号に教示されているシリコーン
マクログラフトコポリマー、第ＷＯ９６／３２９１８号のシリコーンマクロマー、第ＷＯ
９８／４８７７０号または第ＷＯ９８／４８７７１号または第ＷＯ９８／４８７７２号ま
たは第ＷＯ９８／４８７７６号の接着性ポリマー、第ＷＯ９８／５１２６１号のグラフト
ポリマー、および第ＷＯ９８／５１７５５号に記載されているグラフトコポリマーである
。
【００４５】
　本発明の特定の実施態様において、このスタイリングポリマーは好ましくは、ポリエー
テルを含んでいる主鎖、およびこの主鎖から垂れ下がった、複数のポリ（ビニルエステル
）基を有するコポリマーである。これらのエステル基の少なくともいくつかは、対応アル
コールへ加水分解されており、これらの基の好ましくは少なくとも５０％、より好ましく
は少なくとも７５％、最も好ましくは少なくとも９５％が、対応アルコールへ加水分解さ
れている。ポリ（ビニルエステル）鎖は場合により、ポリマー鎖の中および／またはさら
にほかの官能基（例えばアミドおよび／またはケト基）を含有する。このコポリマーは、
１つまたはそれ以上のアルキレンオキシドの重合によって入手しうるポリエーテル主鎖を
有する。このポリエーテルは、単一アルキレンオキシ基、または２つまたはそれ以上のア
ルキレンオキシ基の混合物を含んでいてもよい。このポリエーテルは例えば、酸化エチレ
ン、酸化プロピレン、酸化ブチレン、ほかの酸化アルキレン、ポリグリセロール、および
これらの混合物をベースとしていてもよい。場合により、この主鎖は、ポリエーテルをベ
ースとするもの以外の連結、例えばアミドまたはケト連結を含んでいる。好ましくはこの
コポリマーは、ポリエチレングリコール主鎖を含んでいる。このコポリマーは好ましくは
、ポリエチレングリコールへ結合されたポリビニルアルコール基を有するポリエチレング
リコール－コ－ポリビニルアルコールである。すなわち、ポリ（ビニルエステル）基のほ
ぼ全部が好ましくは、本発明の組成物中に用いられているコポリマー中において加水分解
されている。このコポリマーは、当業者に周知の方法によって生産することができる。例
えばこれらのコポリマーは、グラフト重合によって入手しうる。グラフト重合を含む方法
において、ポリ（ビニルエステル）基は好ましくは、ポリエーテル上へグラフト化され、
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次に加水分解されて、これらのエステル基の少なくともいくつかを対応アルコールへ転換
される。例えば第ＤＥ１，０７７，４３０号（この内容は本明細書中に参照により組み込
まれる）は、ポリアルキレングリコール上のビニルエステルのグラフトポリマーの調製方
法について記載している。ビニルエステルの加水分解による、ポリアルキレングリコール
上のポリビニルアルコールのグラフトコポリマーの調製は、第ＤＥ１，０９４，４５７号
および第ＤＥ１，０８１，２２９号に記載されている（どちらも、やはり、本明細書中に
参照により組み込まれる）。ポリエーテルの重量平均分子量は、好ましくは１から１００
ｋＤａである。本発明の組成物への使用に好ましいコポリマーは、約９５：５から５：９
５、より好ましくは約３０：７０から約５０：５０の範囲内のポリエーテルと、ポリ（ビ
ニルエステル）およびポリビニルアルコール基全体とのモル比を有する。典型的にはこの
ようなコポリマーは、約４０：６０のポリエーテルとポリ（ビニルエステル）およびポリ
ビニルアルコール基全体とのモル比を有する。このコポリマーは、非架橋または架橋であ
ってもよく、このコポリマーが架橋されているのが好ましい。適切な架橋剤は、２つまた
はそれ以上のポリエーテル、ポリ（ビニルエステル）、および／またはポリ（ビニルアル
コール）鎖へ結合しうる化合物であり、これには例えば、ペンタエリトリトールトリアリ
ルエーテルが含まれる。
【００４６】
　界面活性剤
　本発明の組成物は、ＰＳＡエマルジョンの調製に必要とされるものに加えて、界面活性
剤を含んでいてもよい。本発明の組成物への使用に適した界面活性剤は、生成物形態に応
じて、非イオン性、カチオン性、アニオン性、双性、またはこのような界面活性剤の混合
物であってよい。
【００４７】
　本発明のヘアスタイリング組成物は好ましくは、非イオン性界面活性剤を、総重量を基
準にして５重量％まで、好ましくは０．０１から１重量％、最も好ましくは０．０２から
０．８重量％の量で含んでいる。
【００４８】
　適切な非イオン性界面活性剤の例は、脂肪族（Ｃ８－Ｃ１８）第一または第二線状また
は分岐鎖アルコールまたはフェノールと、アルキレンオキシド（通常はエチレンオキシド
との縮合生成物であり、一般に少なくとも１５、好ましくは少なくとも２０、最も好まし
くは３０から５０個の酸化エチレン基を有する）との縮合生成物である。ほかの適切な非
イオン性物質には、ソルビトールのエステル、ソルビタン無水物のエステル、プロピレン
グリコールのエステル、ポリエチレングリコールの脂肪酸エステル、ポリプロピレングリ
コールの脂肪酸エステル、エトキシル化エステル、およびポリオキシエチレン脂肪エーテ
ルホスフェートが含まれる。
【００４９】
　特に有用なものは、一般式Ｒ（ＥＯ）ｘＨ（式中、Ｒは、１２から１８個の炭素原子の
平均炭素鎖長を有する直鎖または分岐鎖アルキル基を表わし、Ｘは、３０から５０である
）の非イオン性界面活性剤である。具体例には、ステアレス－４０、ステアレス－５０、
セテアレス－３０、セテアレス－４０、セテアレス－５０、およびこれらの混合物が含ま
れる。これらの材料の市販されている適切な例には、ユニコール（Ｕｎｉｃｏｌ）ＳＡ－
４０（ユニバーサル・プリザーバケム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｐｒｅｓｅｒｖ－Ａ－Ｃｈ
ｅｍ））、エンピラン（Ｅｍｐｉｌａｎ）ＫＭ５０（オルブライト・アンド・ウイルソン
（Ａｌｂｒｉｇｈｔ　ａｎｄ　Ｗｉｌｓｏｎ））、ノニオン（ＮＯＮＩＯＮ）ＰＳ－２５
０（日本油脂（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｏｉｌｓ　＆　Ｆａｔｓ））、ボルポ（Ｖｏｌｐｏ）ＣＳ
－５０（クロダ社（Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｃ．））、およびインクロポール（Ｉｎｃｒｏｐｏ
ｌ）ＣＳ－５０（クロダ社）が含まれる。
【００５０】
　水
　本発明の組成物はまた、ほかの成分用のキャリヤまたは溶剤である水に加えて、エマル
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ジョン形態で用いられる時、水、好ましくは蒸留水または脱イオン水を、ＰＳＡ用のキャ
リヤとして含んでいてもよい。水は、存在する場合、典型的には、３０から９８重量％、
好ましくは５０から９５重量％の量で存在するであろう。
【００５１】
　溶剤／キャリヤ
　本発明の組成物はまた、ＰＳＡおよびほかの成分用のキャリヤまたは溶剤として、溶剤
を含んでいてもよい。溶剤は、存在する場合、典型的には３０から９８重量％、好ましく
は５０から９５重量％の量で存在するであろう。溶剤の例は、炭化水素、エステル、アル
コールなどである。
【００５２】
　ヘアコンディショニング剤
　ヘアコンディショニング剤、例えば炭化水素、エステル、シリコーン流体、およびカチ
オン性材料が、本発明の組成物中に含まれてもよい。ヘアコンディショニング剤は典型的
には、本発明の組成物中に、０．００１から１０重量％、好ましくは０．１から３重量％
の量で存在してもよい。ヘアコンディショニング剤は、単一化合物、または同じ種類また
は異なる一般的な種類からの２つまたはそれ以上の化合物の混合物であってもよい。
【００５３】
　ヘアコンディショニング剤は、これらがヘアスタイリングポリマーを含有するかどうか
にかかわらず、本発明の組成物のどれに含まれていてもよい。本発明の１つの実施態様に
おいて、これらの組成物（例えばエアゾールムース配合物）は、ヘアコンディショニング
剤を含み、ヘアスタイリングポリマーを実質的に含まない。
【００５４】
　適切な炭化水素は、直鎖または分岐鎖であってもよく、約１０から約１６、好ましくは
約１２から約１６個の炭素原子を含有してもよい。適切な炭化水素の例は、デカン、ドデ
カン、テトラデカン、トリデカン、およびこれらの混合物である。
【００５５】
　適切な油質または脂肪質材料は、炭化水素油、脂肪エステル、およびこれらの混合物か
ら選択される。直鎖炭化水素油は好ましくは、約１２から約３０個の炭素原子を含有する
であろう。同様に適切なものは、アルケニルモノマー（例えばＣ２－Ｃ６アルケニルモノ
マー）のポリマー炭化水素、である。
【００５６】
　適切な炭化水素油の具体例には、パラフィン油、鉱油、飽和および不飽和ドデカン、飽
和および不飽和トリデカン、飽和および不飽和テトラデカン、飽和および不飽和ペンタデ
カン、飽和および不飽和ヘキサデカン、およびこれらの混合物が含まれる。これらの化合
物、ならびにより高い鎖長の炭化水素の分岐鎖異性体も用いることができる。
【００５７】
　適切な脂肪エステルは、少なくとも１０個の炭素原子を有することを特徴とし、脂肪酸
またはアルコールに由来するヒドロカルビル鎖を有するエステルを包含する。モノカルボ
ン酸エステルには、式Ｒ’ＣＯＯＲ（式中、Ｒ’およびＲは独立して、アルキルまたはア
ルケニル基を示し、Ｒ’およびＲ中の炭素原子の合計は、少なくとも１０、好ましくは少
なくとも２０である）のアルコールおよび／または酸のエステルが含まれる。カルボン酸
のジ－、およびトリアルキル、およびアルケニルエステルも用いることができる。
【００５８】
　特に好ましい脂肪エステルは、モノ－、ジ－、およびトリグリセリドであり、より具体
的には、グリセロールおよび長鎖カルボン酸、例えばＣ１－Ｃ２２カルボン酸のモノ－、
ジ－、およびトリエステルである。好ましい材料には、カカオバター、パームステアリン
、ヒマワリ油、大豆油、およびココナッツ油が含まれる。
【００５９】
　特に好ましくは、イソプロピルミリステートである。
【００６０】
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　油質／脂肪質材料は適切には、０．０５から１０重量％、好ましくは０．２から５重量
％、より好ましくは約０．５から３重量％のレベルで存在する。
【００６１】
　本発明において有用な、適切なシリコーンコンディショニング剤の例には、環式または
線状ポリジメチルシロキサン、フェニルおよびアルキルフェニルシリコーン、およびシリ
コーンコポリオールを含めることができる。本発明において有用なカチオン性コンディシ
ョニング剤には、第四アンモニウム塩または脂肪アミンの塩、例えばセチルアンモニウム
塩化物を含めることができる。
【００６２】
　本発明による組成物は場合により、ヘアコンディショニング剤として、揮発性シリコー
ンを０．１から１０重量％含んでいてもよい。揮発性シリコーンは、当分野において周知
であり、市販されており、これには、例えば線状および環式化合物が含まれる。揮発性シ
リコーン油は好ましくは、約３から約９個のケイ素原子を含有する線状または環式ポリジ
メチルシロキサンである。
【００６３】
　本発明の組成物は場合により、架橋シリコーンポリマーを含んでいてもよい。
【００６４】
　架橋シリコーンポリマーは好ましくは、非剛性の乳化重合されたものであり、本発明の
組成物中に、この組成物の総重量を基準にして１０重量％まで、より好ましくは０．２か
ら６重量％、最も好ましくは０．５から５重量％の量で存在してもよい。
【００６５】
　本発明への使用に好ましいシリコーンポリマーは、ポリジオルガノシロキサンであり、
好ましくはＲ３ＳｉＯ０．５単位とＲ２ＳｉＯ単位（式中、各Ｒは独立して、アルキル、
アルケニル（例えばビニル）、アルカリール、アラルキル、またはアリール（例えばフェ
ニル）基を表わす）との適切な組み合わせに由来する。Ｒは、最も好ましくはメチルであ
る。
【００６６】
　本発明の好ましいシリコーンポリマーは、架橋ポリジメチルシロキサン（これらは、Ｃ
ＴＦＡ名称ジメチコーンを有する）、および末端基（例えばヒドロキシル）を有する架橋
ポリジメチルシロキサン（これらは、ＣＴＦＡ名称ジメチコノールを有する）である。良
好な結果は、架橋ジメチコノールを用いて得られている。
【００６７】
　シリコーンポリマーの架橋は、典型的には、三官能性および四官能性シランモノマー単
位、例えば次の式のものの必要量を含めることによって、このポリマーのエマルジョン重
合の間、同時に導入される：
　　ＲＳｉ（ＯＨ）３（式中、Ｒは、アルキル、アルケニル（例えばビニル）、アルカリ
ール、アラルキル、またはアリール（例えばフェニル）基、好ましくはメチルを表わす）
。
【００６８】
　シリコーンポリマーの架橋度は、シリコーンポリマー中の分岐モノマー単位のパーセン
テージとして測定することができ、０．０５から１０％であり、好ましくは０．１５から
７％、例えば０．２から２％である。架橋の増加は、スタイリング効果を改良するが、同
様にコンディショニング性能をいくぶん低下させることが分かり、したがって、異なる場
合における消費者の好みに合わせるために最適化された特性とともに、勘案されたレベル
が選択されなければならない。良好な全体的性能は、０．３％架橋されたジメチコノール
を用いて得られている。
【００６９】
　適切なエマルジョン重合された架橋シリコーンポリマーは、市販されているか、または
当業者に周知の従来技術を用いて容易に製造することができる。
【００７０】
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　架橋シリコーンポリマーは、第ＥＰ８１８１９０号に記載されており、この特許の内容
は、本明細書中に参照により組込まれる。
【００７１】
　本発明の組成物は、場合により、単一で、または混合して用いられるカチオン性界面活
性剤を含んでいてもよい。
【００７２】
　本発明の組成物において有用なカチオン性界面活性剤は、本発明の水性組成物中に溶解
された時にプラス帯電されるアミノまたは第四アンモニウム親水性部分を含有する。
【００７３】
　適切なカチオン性界面活性剤の例は、次の式に対応するものである：
　　［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］＋（Ｘ）－

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は独立して、（ａ）１から２２個の炭素原子の脂
肪族基、または（ｂ）２２個までの炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシア
ルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、またはアルキルアリール基
から選択され；Ｘは、塩形成アニオン（例えば、ハロゲン（例えば塩化物、臭化物）、ア
セテート、シトレート、ラクテート、グリコレート、ホスフェートニトレート、スルフェ
ート、およびアルキルスルフェート基）から選択されたものである）。
【００７４】
　脂肪族基は、炭素および水素原子に加えて、エーテル連結、およびほかの基、例えばア
ミノ基を含有しうる。比較的長い鎖の脂肪族基（例えば約１２個の炭素またはそれ以上の
もの）は、飽和または不飽和であってもよい。
【００７５】
　本発明のコンディショナー組成物に最も好ましいカチオン性界面活性剤は、アルキル鎖
長がＣ８－Ｃ１４である、モノアルキル第四アンモニウム化合物である。
【００７６】
　このような材料の適切な例は、次の式に対応する：
　　［Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）（Ｒ７）（Ｒ８）］＋（Ｘ）－

（式中、Ｒ５は、８から１４個の炭素原子を有するヒドロカルビル鎖であるか、または８
から１４個の炭素原子を有し、およびラジカル連鎖中の置換基または連結として存在する
エーテル、エステル、アミド、またはアミノ部分を含有する官能基化ヒドロカルビル鎖で
あり、Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８は、（ａ）１から約４個の炭素原子のヒドロカルビル鎖、
または（ｂ）１から約４個の炭素原子を有し、およびラジカル連鎖中の置換基または連結
として存在する１つまたはそれ以上の芳香族、エーテル、エステル、アミド、またはアミ
ノ部分を含有する官能基化ヒドロカルビル鎖、から独立して選択され；Ｘは、塩形成アニ
オン（例えばハロゲン（例えば塩化物、臭化物）、アセテート、シトレート、ラクテート
、グリコレート、ホスフェートニトレート、スルフェート、およびアルキルスルフェート
基）から選択されたものである）。
【００７７】
　これらの官能基化ヒドロカルビル鎖（ｂ）は、適切には、アルコキシ（好ましくはＣ１

－Ｃ３アルコキシ）、ポリオキシアルキレン（好ましくはＣ１－Ｃ３ポリオキシアルキレ
ン）、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アルキルエステル、およびこれらの組合わ
せから選択された、１つまたはそれ以上の親水性部分を含有してもよい。
【００７８】
　好ましくはヒドロカルビル鎖Ｒ１は、１２から１４個の炭素原子、最も好ましくは１２
個の炭素原子を有する。これらは、所望のヒドロカルビル鎖長を有する脂肪酸の実質量を
含有する源油（ｓｏｕｒｃｅ　ｏｉｌｓ）に由来してもよい。例えばパーム核油またはコ
コナッツ油からの脂肪酸は、Ｃ８－Ｃ１２ヒドロカルビル鎖の源として用いることができ
る。
【００７９】
　本発明のシャンプー組成物への使用のための、上記一般式の典型的なモノアルキル第四
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アンモニウム化合物には、次のものが含まれる。
【００８０】
　（ｉ）ラウリルトリメチルアンモニウム塩化物（アクゾ（Ａｋｚｏ）からアークワッド
（Ａｒｑｕａｄ）Ｃ３５として市販されている）；ココジメチルベンジルアンモニウム塩
化物（アクゾからアークワッドＤＭＣＢ－８０で市販されている）；
　（ｉｉ）次の式の化合物：
　　［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｘＨ）（（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｙＨ）］＋

（Ｘ）－

（式中、
　ｘ＋ｙは、２から２０の整数であり；
　Ｒ１は、８から１４個、好ましくは１２から１４個、最も好ましくは１２個の炭素原子
を有するヒドロカルビル鎖であるか、または８から１４個、好ましくは１２から１４個、
最も好ましくは１２個の炭素原子を有し、およびラジカル連鎖中の置換基または連結とし
て存在するエーテル、エステル、アミド、またはアミノ部分を含有する官能基化ヒドロカ
ルビル鎖であり；
　Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ３アルキル基またはベンジル基、好ましくはメチルであり；
　Ｘは、塩形成アニオン、例えばハロゲン（例えば塩化物、臭化物）、アセテート、シト
レート、ラクテート、グリコレート、ホスフェートニトレート、スルフェート、メトスル
フェート、およびアルキルスルフェート基から選択されたものである）。
【００８１】
　適切な例は、ＰＥＧ－ｎラウリルアンモニム塩化物（ここで、ｎはＰＥＧ鎖長である）
、例えばＰＥＧ－２ココモニウム塩化物（アクゾ・ノーベル（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ）か
らエトクワッド（Ｅｔｈｏｑｕａｄ）Ｃ１２として市販されている）；ＰＥＧ－２ココベ
ンジルアンモニウム塩化物（アクゾ・ノーベルからエトクワッドＣＢ／１２として市販さ
れている）；ＰＥＧ－５ココモニウムメトスルフェート（レヴォ（Ｒｅｗｏ）からレヴォ
クワット（Ｒｅｗｏｑｕａｔ）ＣＰＥＭとして市販されている）；ＰＥＧ－１５ココモニ
ウム塩化物（アクゾからエトクワッドＣ／２５として市販されている）である。
【００８２】
　（ｉｉｉ）次の式の化合物：
　　［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（（ＣＨ２）ｎＯＨ）］＋（Ｘ）－

（式中、ｎは、１から４の整数、好ましくは２であり；
　Ｒ１は、８から１４個、好ましくは１２から１４個、最も好ましくは１２個の炭素原子
を有するヒドロカルビル鎖であり；
　Ｒ２およびＲ３は独立して、Ｃ１－Ｃ３アルキル基から選択され、好ましくはメチルで
あり、
　Ｘ－は、塩形成アニオン（例えばハロゲン（例えば塩化物、臭化物）、アセテート、シ
トレート、ラクテート、グリコレート、ホスフェートニトレート、スルフェート、および
アルキルスルフェート基）から選択されたものである）。
【００８３】
　適切な例は、ラウリルジメチルヒドロキシエチルアンモニウム塩化物（クラリアント（
Ｃｌａｒｉａｎｔ）からプラパゲン（Ｐｒａｐａｇｅｎ）ＨＹとして市販されている）で
ある。
【００８４】
　上記カチオン性界面活性剤化合物のいずれかの混合物も、適切でありうる。
【００８５】
　適切なカチオン性界面活性剤の例には、次のものが含まれる：
　第四アンモニウム塩化物、例えばアルキルトリメチルアンモニウム塩化物（ここで、ア
ルキル基は、約８から２２個の炭素原子を有する）、例えばオクチルトリメチルアンモニ
ウム塩化物、ドデシルトリメチルアンモニウム塩化物、ヘキサデシルトリメチルアンモニ
ウム塩化物、セチルトリメチルアンモニウム塩化物、オクチルジメチルベンジルアンモニ
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ウム塩化物、デシルジメチルベンジルアンモニウム塩化物、ステアリルジメチルベンジル
アンモニウム塩化物、ジドデシルジメチルアンモニウム塩化物、ジオクタデシルジメチル
アンモニウム塩化物、タロートリメチルアンモニウム塩化物、ココトリメチルアンモニウ
ム塩化物、およびこれらの対応塩、例えば臭化物、水酸化物。セチルピリジニウム塩化物
またはこれらの塩、例えば塩化物
　クオターニウム－５
　クオターニウム－３１
　クオターニウム－１８
　およびこれらの混合物。
【００８６】
　本発明のコンディショナーにおいて、カチオン性界面活性剤のレベルは、総組成物の好
ましくは０．０１から１０重量％、より好ましくは０．０５から５重量％、最も好ましく
は０．１から２重量％である。
【００８７】
　場合により用いられるコンディショニング材料
　脂肪アルコール材料
　本発明のコンディショナー組成物は、さらに、脂肪アルコール材料も含んでいる。コン
ディショニング組成物における脂肪アルコール材料とカチオン性界面活性剤との組合わせ
使用は、特に有利であると考えられるが、この理由は、このことにより、カチオン性界面
活性剤がこの中に分散されているラメラ相の形成が生じるからである。
【００８８】
　「脂肪アルコール材料」とは、脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコール、また
はこれらの混合物を意味する。
【００８９】
　代表的な脂肪アルコールは、８から２２個の炭素原子、より好ましくは１６から２０個
を含んでいる。適切な脂肪の例
【００９０】
　製品形態
　本発明の組成物は、あらゆる適切な製品形態として配合することができる。しかしなが
ら、これらは、毛髪に塗布され、直ちに濯ぎ洗いされない製品形態（洗い流さないタイプ
の製品）、例えばムース、ジェル、ローション、クリーム、スプレー、またはトニックの
形態にあるのが好ましい。これらの製品形態は、当分野において周知である。
【００９１】
　好ましい製品は、スプレーおよび／またはエアゾールおよび／またはムースである。
【００９２】
　本発明の組成物は、好ましくは発泡性組成物である。発泡性組成物は、適切な容器、例
えば加圧エアゾール容器から必要量だけ取り出した時に泡を形成しうる組成物である。よ
り好ましくは、エアゾールヘアムースの形態にある。
【００９３】
　本発明のエアゾール形態組成物は、容器からほかの材料を噴出させる働きをし、ムース
組成物中にムース性を形成するエアゾール推進薬を含み得る。本発明のスタイリング組成
物中に含まれるエアゾール推進薬は、エアゾール容器に従来用いられている、あらゆる液
化可能なガスであってもよい。適切な推進薬の例には、ジメチルエーテル、および炭化水
素推進薬、例えばプロパン、ｎ－ブタン、およびイソ－ブタンが含まれる。これらの推進
薬は、単一で用いられてもよく、または混合されてもよい。水不溶性推進薬、特に炭化水
素が好ましいが、この理由は、これらが、攪拌した時にエマルジョン小滴を形成し、適切
なムース泡密度を生じるからである。
【００９４】
　用いられる推進薬の量は、エアゾール技術において周知の通常の要因によって決定され
る。ムースの場合、推進薬のレベルは、この組成物の総重量を基準にして、一般に３５重
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量％まで、好ましくは２から３０重量％、最も好ましくは３から１５重量％である。推進
薬、例えばジメチルエーテルが、蒸気圧抑制剤（例えばトリクロロエタンまたはジクロロ
メタン）を含むならば、重量パーセンテージ計算のために、抑制剤の量は、推進薬の一部
として含まれる。エアゾールスプレーの場合、推進薬のレベルは通常、より高く、好まし
くは総組成物の３０から９８重量％、より好ましくは５０から９５重量％である。
【００９５】
　好ましい推進薬は、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、ジメチルエーテル、およびこ
れらの混合物から選択される。好ましくはこの推進薬は、ジメチルエーテル、およびプロ
パン、ｎ－ブタン、およびイソブタンのうちの少なくとも１つを含んでいる。
【００９６】
　本発明によるエアゾールヘアスタイリングムース組成物の調製方法は、従来のエアゾー
ル充填手順にしたがう。組成物成分（推進薬を含まない）が、適切な加圧可能な容器中に
装填され、この容器は密封され、ついで従来技術にしたがって推進薬が装填される。
【００９７】
　本発明の組成物はまた、例えばヘアスタイリングクリームまたはジェルのような、非発
泡性製品形態を取ってもよい。このようなクリームまたはジェルは、構造剤または増粘剤
を、総重量を基準にして、典型的には０．１から１０重量％、好ましくは０．５から３重
量％のレベルで含む。
【００９８】
　適切な構造剤または増粘剤の例は、ポリマー増粘剤（例えばカルボキシビニルポリマー
）である。カルボキシビニルポリマーは、オレフィン性不飽和カルボン酸モノマートと、
総モノマーの約０．０１から約１０重量％の多価アルコールのポリエーテルとのインター
ポリマーである。カルボキシビニルポリマーは、液体揮発性有機炭化水素中に実質的に不
溶であり、空気への暴露の時に寸法安定性である。適切にはカルボキシビニルポリマーの
分子量は、少なくとも７５０，０００、好ましくは少なくとも１，２５０，０００、最も
好ましくは少なくとも３，０００，０００である。好ましいカルボキシビニルポリマーは
、米国特許第２，７９８，０５３号に記載されているアリルスクロースまたはアリルペン
タエリトリトールで架橋されたアクリル酸のコポリマーである。これらのポリマーは、Ｂ
．Ｆ．グッドリッチ社（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によって、例えばＣＡＲＢ
ＯＰＯＬ９３４、９４０、９４１、および９８０として提供されている。構造剤または増
粘剤として同様に用いることができるほかの材料には、組成物にゲル様粘度を与えること
ができるもの、例えば水溶性またはコロイド的水溶性ポリマー、例えばセルロースエーテ
ル（例えばメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロース、およびカルボキシメチルセルロース）、グアールガム、ナトリウムアルギネ
ート、アラビアゴム、キサンタンガム、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、
ヒドロキシプロピルグアールガム、デンプンおよびデンプン誘導体、およびほかの増粘剤
、粘度調整剤、ゲル化剤などが含まれる。同様に、無機増粘剤、例えばベントナイトまた
はラポナイト粘土を用いることも可能である。
【００９９】
　本発明のヘアスタイリング組成物は、これらの組成物を美的により受け入れられるよう
にするのに適した、またはこの製品の使用（容器からの取り出しを含めて）を補助するの
に適した、多様な非必須任意成分を含有してもよい。このような従来の任意成分は、当業
者に周知であり、例えば防腐剤、例えばベンジルアルコール、メチルパラベン、プロピル
パラベン、およびイミダゾリジニルウレア、脂肪アルコール、例えばセテアリルアルコー
ル、セチルアルコールおよびステアリルアルコール、ｐＨ調節剤、例えばクエン酸、コハ
ク酸、水酸化ナトリウム、およびトリエタノールアミン、着色剤、例えばＦＤ＆Ｃまたは
Ｄ＆Ｃ染料のいずれか、香油、キレート化剤、例えばエチレンジアミンテトラ酢酸、およ
びポリマー可塑剤、例えばグリセリンおよびプロピレングリコールである。
【実施例】
【０１００】
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　ここで本発明を、次の非限定例によってさらに例証する。
【０１０１】
　本発明の実施例は数字によって示され、比較例は文字によって示される。
【０１０２】
　次のＰＳＡエマルジョンを用いた。
【０１０３】
　これらのＰＳＡエマルジョンを、下に規定する：
【０１０４】
【表１】

　すべてのＤＣエマルジョンは、ダウコーニング（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）からのもの
である。
【０１０５】
【表２】

【０１０６】
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【０１０８】
　スタイリング性能
　２つのＰＳＡエマルジョンのスタイリング性能を、従来のスタイリングポリマーである
ルビクワット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）＊ＦＣ５５０のスタイリング性能と比較した。
【０１０９】
　「未使用（ｖｉｒｇｉｎ）」のスペイン人の毛髪から作られた５つの２ｇ／２５ｃｍの
毛髪の束（ｓｗｉｔｃｈ）の１組を、１６重量％のＳＬＥＳ．２ＥＯで洗浄した。１ｍｌ
溶液を、毛髪の長さに沿って塗布し、３０秒間攪拌した。ついでこれらの毛髪の束を、温
水で３０秒間濯ぎ洗いした。さらに１ｍｌの界面活性剤溶液を塗布し、毛髪を再び３０秒
間攪拌し、温水で１分間濯ぎ洗いした。
【０１１０】
　ついでタオル乾燥した毛髪を、下の例示されている実施例で処理した。
【０１１１】



(19) JP 4571935 B2 2010.10.27

10

20

30

40

50

【表５】

【０１１２】
　ムース１ｇを、均一な分布を確保しつつ、５つの２ｇ／２５ｃｍの毛髪の束の各組へ塗
布した。各毛髪の束を、ペグボードに巻きつけた。ついでこれらのペグボードを、３時間
、＠６５℃／１０％ＲＨの乾燥箱の中に入れた。カールを取り除く前に、これらのペグボ
ードを、３０分間周囲条件に放置した。ついでこれらのカールをパネルに吊るし、３０℃
／９０％ＲＨの湿度室に入れた。これらのカールを５分毎に写真に撮り、カール長さの記
録を取った。
【０１１３】
　発生したカラーデジタル画像を、グレースケールフォーマットにした。グレースケール
画像を、ついでバイナリー形態（すなわち黒と白のピクセルのみから構成されたもの）に
転換した。各毛髪の束の無次元２Ｄ投射面積（ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｌｅｓｓ　２Ｄ　ｐｒ
ｏｊｅｃｔｉｏｎ　ａｒｅａ）を、広げられた毛髪の束の程度（すなわちカール度の損失
）の尺度として用いた。投射面積を、黒色ピクセルの数から計算した。データを、この投
射面積に対する実施例４で処理された毛髪の束の組について計算された毛髪の束の平均投
射面積の比を利用して標準化した。
【０１１４】
【表６】
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【０１１５】
　これらの感圧接着剤（実施例４）は、従来のスタイリングポリマー（実施例Ｂ）のもの
、およびシリコーンベースの溶剤を有するシリコーン感圧接着剤（実施例Ｃ）と比較して
、良好なカール保持を有する。
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